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チャイルドの住む国 
 

エチオピア  
 

 

（出典：外務省ホームページ） 

 
エチオピアってどんな国？ 

 
 
 
 
 
 
 
  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
面   積： 109.7 万 km2（日本の約 3倍） 

人   口： 7,000 万人（2004 年：世界銀行） 

首   都：  アディス・アベバ 

公 用 語： アムハラ語、英語 

通   貨： ブル 

人口構成： アムハラ族、ティグレ族、オロモ族他 80 部族 

宗   教：  キリスト教、イスラム教他 

＜地理と気候＞ 

エチオピアはアフリカ大陸北東部の、「アフリカの角」と

呼ばれる地域に位置します。山脈と高原からなる広大

な高地が国土の大部分を占め、この高地を取り巻くよ

うにして低地が広がっています。エチオピアは赤道近く

に位置しますが、海抜 1,500m 以上の高地が連なって

いる涼しい国です。またエチオピアは青ナイルの流れ

が始まる「シバの女王」の国としても有名です。 

＜歴史＞ 

エチオピアの歴史はアクスム朝（1～7 世紀）から始ま

り、7 世紀半ばにはイスラム教徒が台頭します。1855

年テオドロス 2 世の即位により現代史の幕が開きま

す。1936～41 年にイタリアの植民地となりますが、列

強のアフリカ分割を乗り切った独立国です。74 年ストラ

イキやデモにより皇帝は廃位に追い込まれ、君主制が

廃止。代わりに、社会主義軍事政権が成立しました。

62 年に併合したエリトリアは 93 年にエリトリア国として

独立しました。 

＜政治＞ 

1987 年軍事政権から人民民主共和国に移行しまし

た。91 年以降の反政府勢力 EPRDF（エチオピア人民

革命民主戦線）の軍事攻勢によりメンギスツ政権は

崩壊し、95 年には議院内閣制を採用した新連邦共和

国体制発足。98 年から 2000 年にはエリトリアとの国

境紛争がありました。同年 5 月新政権発足後初の国

政選挙を実施し、与党 EPRDF が勝利。以来 EPRDF

が与党を維持しています。 

 ＜経済＞ 
内戦や旱魃により経済は極度に疲弊しましたが、91

年以降、新経済政策を策定し、農業生産性拡大など

最重点目標に据えて安定を回復しました。しかし 98

年に入り、旱魃や主要輸出品目であるコーヒーの世

界的な価格低迷により、GDP がマイナスを記録。加

えてエリトリアとの国境紛争による難民・避難民が大

量発生し、経済に打撃を加えました。政府はこのよう

な紛争後の経済課題に取り組むべく政策の見直しを

行っています。現在、食糧安全保障及び貧困削減が

最優先課題です。 ＜教育事情＞ 

近代教育制度は 20 世紀初頭に導入されました。初

等教育(8 年)、中等教育（2 年）、高等教育(2 年)、そ

の後は職業学校(2～3 年)等へ進みます。学校は前・

後期の2学期制です。以前は初等学校ではアムハラ

語、高等学校では英語で授業が行われていました

が、言語政策により 1～6 年生は各々の地域の方言

で授業を行い、アムハラ語とチグリグナ語以外の言

葉はアルファベット表記することになりました。 

＜保健事情＞ 

エチオピアでは、特に妊産婦や子どもの健康向上が

重点課題です。妊産婦の死亡が14人中1人と、他の

アフリカ諸国と比べても非常に高く深刻です。これは

出産前から検診を受けていない、間隔をあけずに出

産するなどの原因が挙げられます。また、子どもの半

数が深刻な栄養不良の状態にあります。さらに予防

接種を受けている子どもの率も低いです。 
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エチオピアの人々の暮らしを知ろう 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

 
 
 
 
 

＜家族＞ 

エチオピアは父権社会です。典型的な家族は、家

長とその妻、祖父母、子ども、親戚で構成されます。 

性別や年齢などによってそれぞれに役割が与えら

れ、年長の男性が家長とされます。農村の男性は、

土ならしや種まき・収穫・脱穀・家畜の世話・穀物の

販売・屠殺・家畜の番と誘導・家の建築・薪わりなど

の作業を担当し、女性は料理やビール作り・香辛料

の売買・バター作り・糸つむぎ・水汲み・薪集めなどを

担当します。遊牧民は家の組立ては女性の仕事とし

ています。 

キリスト教徒以外の民族には、一夫多妻制の習慣

があります。男性の財力により妻の数が変わりま

す。各妻には一軒の家があてがわれ、そこに自分の

子どもと住むのが一般的です。 

 

＜食事＞ 

エチオピアの食事は「インジェラ」を主食とし、「ワッ

ト」を副食とするのが日常です。インジェラはテフとい

う粟科の穀物の粉末を材料として作るパンです。パ

ンと言っても、クレープに似たものです。醗酵させて

あるので、少し酸味があります。テフは鉄分やカルシ

ウムも含み、栄養価は米よりもずっと高いといえま

す。ワットはカレーの様なソースです。豆、肉、野菜な

ど様々なワットがあります。植物で編んだ円形のか

ごにインジェラを置き、その上にワットをのせます。手

でインジェラをちぎって、ワットをつけて食べます。 

＜コーヒーセレモニー＞ 

エチオピアはコーヒー発祥の地であり、産地カッフ

ァ州にちなんでコーヒーの名がついたという説があり

ます。コーヒーはエチオピア人に深く浸透しており、

客をもてなす際のコーヒーセレモニーは日本の茶道

に似ています。 

コーヒーテーブルの下には新鮮な芝がばらまか

れ、テーブルの傍の火鉢には樹液や木の根から作っ

た香が焚かれます。その香を楽しみ、ポップコーンな

どをつまみながら、客はコーヒーを出されるのを待ち

ます。 

 

＜住まい＞ 

大都市の西洋式住居を除き、エチオピアの伝統的

な家は同じ様な形です。ただし、定住型か移住型か

によって建て方が異なります。大きく 3 つに分類でき

ます。 

① 積み上げ型：日干しレンガや石などを積み上げ

た家 

② しばり型：縄や枝などで建築材料を縛って作る家 

③ 編み型：竹や草を編んで作る家 

村や高地の農村地帯、アディス・アベバ近郊の町

でよく見られる形は、丸く円錐形の屋根で「トゥクル」

と言います。この屋根はわら葺きが多いのですが、

富裕層はトタン板を使います。遊牧民の家は簡単に

分解でき、動物の背にのせて運べるようになってい

ます。 

＜祝祭日＞ 

1 月 7日    エチオピアのクリスマス 

1 月 19 日   テイムカット（イエスが洗礼を受けた日） 

3 月 2日    アドワの戦いの記念日 

（メネリックⅡ世軍がアドワでイタリア軍に勝った日） 

3 月 4日    エチオピアの聖金曜日 

5 月 5日    愛国戦勝記念日  

5 月 28 日   デルグ政権打倒記念日 

9 月 11 日   エチオピア新年 

9 月 27 日   メスケル（真十字架発見の日） 

＜データで見るエチオピア＞ 

 5 歳未満児 

死亡率 

(1,000 人 

当たり) 

改善された 

水源を利用す

る人の比率

（％） 

1 人当たりの 

GNI* 

（米ドル） 

1 日 1米㌦未満

で暮らす人の比

率（％） 

小学校 

5 年生の 

定着率

（％） 

成人識

字率

（％） 

出生時の平

均余命(年) 

エチオピア 164 22 160 23 73 ― 48 

日本 4 100 38,980 ― ― ― 82 

出典：ユニセフ世界子供白書 2007 より 

*注）GNI (Gross National Income)とは「国民総所得」という。1 人あたりの GNI は、国民総所得を年央の人口で割って算出したもの。 

 

※ エチオピアでは独自の暦を使っています。エチオピ
ア暦は、1ヶ月を 30日とし、残りの 5日間を 13 ヵ月
目とします。 
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エチオピアでのプランの活動 

 

活動開始年： 1994 年 

チャイルド数： 25,640 人（2007 年 6 月現在） 

国統括事務所： アディス・アベバ 

活動地域： （   ）内は活動開始年 

 

 
 
 

  

 

＃142 

＃127 

＃169 
＃816 

#127 ラリベラ（Lalibela）（2002 年） 

#142 エチオピア（Ethiopia）（1995 年） 

#169  シェベディーノ（Shebedino）（2002 年） 

#816 ジンマ（Jimma）（2007 年） 

 

＜プラン・エチオピアが取り組む課題 ～子どもクラブ～＞ 

  エチオピア、特に農村地帯において「子どもの権利」は、未だ新し

い考え方です。特に女の子は軽視され、より厳しい環境に置かれてい

ます。慣習的なものも含めて、子どもの早すぎる結婚、学校の先生や

自分の親からの虐待などが問題となっています。 

プラン・エチオピアはこの状況を改善するために様々な活動を行っ

ています。その 1 つが「子どもクラブ」です。この活動はコミュニティや

学校でクラブを作り、スポーツや美術などをクラブ間で競い合うという

ものです。もっとも優秀な子どもたちへは表彰もします。この活動を通

じて子どもたちは自らイベントや活動に参加し、クラブを構成するとい

う権利を意識でき、精神的にも身体的にも成長、安定が保たれ、更に

自分の能力を高める機会を得ることができるのです。 

 




